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平成２０年度 長野県諏訪清陵高等学校 前期選抜 小論文２ 解答例 
【問１】 

 (1) 62  

 (2) (ⅰ) 1,2−=x   (ⅱ) 23±=x  

 (3) g450  
  (4) 少なくとも 7  人以上 

  (5) 
10
7  

  (6) 2318 cm  

  (7) 2322 cm−π  

  (8) (ⅰ) 
    証明 
     点Cを通り、 ADに平行な直線と、 BAとの交点をEとする。 
    このとき、平行線の性質より 
     LLDCBDAEBA :: = ① 
    また、線分 ADは BAC∠ の二等分線であるから 
     LLCADBAD ∠=∠ ② 
    同位角より、 LLAECBAD ∠=∠ ③ 
    錯角より、 LLACECAD ∠=∠ ④ 
    ②～④より、 ACEAEC ∠=∠  
    ゆえに、△ ACEは二等辺三角形であるから、 
     LLACAE = ⑤ 
    ①，⑤より 
     DCBDACBA :: =  
    すなわち 
     DCBDACAB :: =               終 

      (ⅱ) 2

11
300 cm                

　　　　　　Ｅ

Ａ

Ｂ Ｄ Ｃ  
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【問２】 
(1) Oから Bまでの道のりは 3cmで、右へ進むので毎秒 2cmの速さだから 

3÷2=1.5 
答え 1.5秒 

(2) Oから Gまで右へ 3cm、上へ 8cm移動するから 
3÷2+8÷1=9.5 

答え 9.5秒 
(3)  

(4) Oから Gまで道のり 11cmを 9.5秒かけて動くから 
11÷9.5=1.15･･･ 

答え 毎秒 1.2cm 
(5) 解 1)                解 2) 
                   右へ 2回、上へ 2回動くと Eにたどり着く 

から、→→↑↑の 4つの矢印の並べ方を考えて 
                      
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
図のように数えて  答え 6通り                   答え 6通り 
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(6) 解 1)                解 2) 
右へ 3回、上へ 4回動くと Gにたどり着く 

                    から、→→→↑↑↑↑の 7つの矢印の並べ方 
                    を考えて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図のように数えて  答え 35通り 
 
 
 
 
 
 
 
                                    答え 35通り 
(7) Oから Eまでの行き方は(5)より 6通りで、そのそれぞれの行き方について Eから Gまでの行き方
が 3通りずつあるので 

6+6+6=18 
答え 18通り 
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